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ちむぐくるプロジェクトとは

ホームタウン沖縄県の社会問題に対して、パートナー企業や行政、ファン・サポーター、地域住民の

協力を得ながら課題解決に向けて取り組む活動として「ちむぐくるプロジェクト」が始動しました。

相対的貧困率

全国ワースト1位

【体験格差/経済格差】

ひとり親世帯出現率

全国ワースト1位

【体験格差/経済格差】

全国体力テスト
(県内小学生女子)

過去最低(2024年度)

【運動習慣/運動能力】

県内 刑法犯認知件数
(窃盗・ひったくり・車上荒らし等)

過去最多(2024年)

【街頭犯罪/防犯】

飲酒運転事故率

全国ワースト1位

【交通安全】

海への愛着 意識調査

全国1位

【海洋保全】
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沖縄の社会課題に向き合う主な取り組み

小学生以下の子ども達は、ホームゲーム全試合を
無料で観戦可能。ホームタウンの子ども達が地元
のプロサッカー選手や試合に触れることで
夢や感動を得られる機会を提供することに賛同
いただく企業のご支援で運用しております。

県内全小学校へ小学生がデザインしたサッカーボー
ルを贈る「夢ボールプロジェクト」を実施していま
す。県内11校を訪問し完成した夢ボールを届けまし
た。今後もサッカーを通じ、子どもたちの健やかな
成長を支えてまいります。

上原慎也クラブコミュニケーター、岩渕良太アカデ
ミーコーチ、ジンベーニョが小学校・幼稚園で挨拶
運動やふれあいを行い、挨拶運動を通して子どもた
ちの社会性や人間力の育成につなげることを目的と
して実施しています。

夜間の防犯活動や地域の安全意識の向上を図るとと
もに、健康増進にも寄与することを目的として
クラブとファン・サポーター、そして地域住民の
方々が主体となり、ランニング（ジョギング）や
清掃活動をしながら行う防犯パトロール活動です。

市町村で開催される交通安全イベントへの参加に加
え、小学校にて交通安全教室も実施しています。
また、クラブは各市町村の警察署や企業と連携し
沖縄県から交通事故を少しでも減らせるよう願いを
込めて活動を行っています。

市町村で開催される地域イベントへの参加を通して、
様々な地域課題の解決を考え、地域の皆様に根差す
サッカーチームとして積極的に活動しています。あ
わせて、地域の方々との交流を深めることで信頼関
係を築き、スポーツの力を活かしたにぎわいの創出
や、次世代の育成にも貢献してまいります。

【体験格差/運動習慣】
挨拶・ふれあい運動

【体験格差/経済格差】
キッズフリーパス

【体験格差/キャリア教育】
夢ボールプロジェクト

【街頭犯罪/防犯】
ゆいまーるパトロール

【交通安全】
交通安全活動

【地域創生】
地域イベント参加
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2026年活動成果

44回

実施回数
(4/1~7/31)

約5000人

対象人数
(4/1~7/31)

11市町村

実施市町村
(4/1~7/31)

4月の～7月の活動実績(4/1～7/31)

2026年累計(1/1～7/31)

76回

実施回数
(1/1~7/31)

約9800人

対象人数
(1/1~7/31)

15市町村

実施市町村
(1/1~7/31)



4月〜7月活動タイムライン

4月（23回）

4/8 ふれあい運動
美ら夢こども園

4/9 ふれあい運動
栄光保育園

4/14
ふれあい運動
栄光幼稚園

夢ボールプロジェクト
泡瀬小・兼城小・比屋根小・佐
敷小・新城小・志真志小（6校）

4/15 ふれあい運動
ゆたか認定こども園

4/21
ふれあい運動
坂田こども園

4/21
夢ボールプロジェクト
垣花小・ゆたか小・天久小
北谷小・百名小（5校）

4/24 朝の挨拶運動
美里小学校

4/24
ふれあい運動
美里幼稚園・高原幼稚園（2園）

4/27
ふれあい運動
津山幼稚園

4/28
ふれあい運動
おきなわ地球こども園

5月（11回）

5/1 ふれあい運動
さつきこども園

5/8
ふれあい運動
玉城こども園・大里こども
園（2園）

5/12
朝の挨拶運動
知念中学校

5/13 ふれあい運動
佐敷幼稚園

5/20
ふれあい運動
愛心こども園

5/26
ふれあい運動
古蔵こども園

5/27
ふれあい運動
キャンバス糸満武富こども園

5/28 ゆいまーるパトロール

5/29
ふれあい運動
ときわ保育園

5/29
地域清掃活動
久茂地周辺エリア

6月（3回）

6/6 令和8年度 環境月間
街頭キャンペーン

6/12
ふれあい運動
第二エミール保育園

6/17 ふれあい運動
豊崎保育園

7月（7回）

7/5
西原町青年健全育成協
議会CGG運動
星くずチャレンジ！
ごみ集め大会

7/10 夏の交通安全運動出発式

7/15
朝の挨拶運動
松島中学校

7/23 ゆいまーるパトロール

7/24 ふれあい運動
阿波根保育園

7/27

住太郎ホームpresents
FC琉球サッカー教室 
in 久米島

7/29
ふれあい運動
比屋根幼稚園

4〜7月 合計 44回の活動を実施

4/9 大山小学校贈呈式

4/14

4/4 熊本戦贈呈式
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朝の挨拶運動・ふれあい運動

主な活動内容

⚫ 小学校での挨拶運動

⚫ 幼稚園やこども園でのふれあい活動

実施回数

回数

24回
参加人数

約3500人
市町村数

7市町村
※４/1～7/31

イメージ

【今回の活動を通じて取り組むSDGs】

上原慎也クラブコミュニケーター、岩渕良太
アカデミーコーチ、ジンベーニョが小学校
幼稚園で挨拶運動やふれあいを行い、挨拶運動
を通して子どもたちの社会性や人間力の育成に

つなげることを目的として実施しています。

※活動する小学校・保育園等はHPで募集中
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【体験格差/運動習慣】朝の挨拶運動・ふれあい活動

ふれあい運動 5/26 こくらこども園

5月26日（金）、上原慎也CCとジンベーニョが、那覇市の古蔵こども
園を訪問し、約100名の園児とボール遊びを楽しみました。
活動の最後には、参加した子どもたちへジンベーニョのシールをプレ
ゼントしました。

幼稚園・保育園などで実施するふれあい活動は、子どもたちがボール
遊びを通じて体を動かす楽しさを感じるとともに、友達と協力するこ
とや順番を守ることなど、遊びの中で社会性を育むことを目的として
います。

朝の挨拶運動 4/24 美里小学校

4月24日（金）、岩渕良太アカデミーコーチとジンベーニョが、沖縄
市立美里小学校で朝の挨拶運動を実施しました。
当日は、委員会の児童とともに、登校する全校児童へ元気な挨拶を届
けました。また、ジンベーニョが訪問することを聞きつけ、児童の兄
弟姉妹や近隣の幼稚園児も駆け付け、総勢約1,000名の皆さまと挨拶や
交流を行いました。
本活動は、挨拶を通じて子どもたちの社会性やコミュニケーション力
を育むとともに、地域全体で子どもたちを見守る意識を高めることを
目的として実施しています。
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夢ボールプロジェクト

主な活動内容

実施回数

回数

11回
参加人数

約1000人
市町村数

8市町村
※４/1～7/31

イメージ

【今回の活動を通じて取り組むSDGs】

県内全小学校へ小学生がデザインしたサッカー
ボールを贈る「夢ボールプロジェクト」を実施
しています。県内11校を訪問し完成した夢ボー
ルを届けました。今後もサッカーを通じ、子ど
もたちの健やかな成長を支えてまいります。

⚫ 選手たちによる講話

⚫ 選手たちによるリフティングの披露

⚫ 選手考案のレクリエーション

※実施レポートはこちらから
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【体験格差/キャリア教育】夢ボールプロジェクト

4/14 兼城小学校

4月14日（火）、糸満市立兼城小学校を高木大輔選手と荒木遼太選手
が訪問し、6年生約140名に「夢ボール」を贈呈しました。
贈呈後には、選手たちが夢をかなえるために大切にしていることを児
童へ伝えたほか、児童から寄せられたさまざまな質問に答えました。
また、「夢ボールプロジェクト」でグランプリを受賞した金城君は、
自身がデザインしたボールについて、「情熱の炎と、冷静さを表す海
の波をイメージして作りました」と説明しました。現在は所属する
サッカークラブでキャプテンを務めており、「将来はプロサッカー選
手になることを目指して頑張りたい」と、夢を力強く語りました。

4/21 百名小学校

4月21日（火）、南城市立百名小学校を富所悠選手と船橋勇真選手が訪問
し、5・6年生約60名に「夢ボール」を贈呈しました。
贈呈後には、夢に近づくためのコツについて、選手自身の経験を交えな
がら児童たちに伝えました。
富所選手は「夢をかなえるためには、とにかく人より努力することが大
切です。苦しいことがあっても諦めずに頑張ってほしい」と呼びかけま
した。
船橋選手は「今は夢がなくても、いろいろなことに挑戦する中で、自分
の好きなことを見つけてほしい」と児童たちにメッセージを送りました。
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ゆいまーるパトロール

主な活動内容

⚫ 町のパトロールランニング

⚫ 町のゴミ拾い

※参加者はHPで募集中

実施回数

回数

２回

参加人数

約30人
市町村数

１市町村
※4/1～7/31

イメージ

【今回の活動を通じて取り組むSDGs】

パトラン沖縄Groupおよび沖縄県那覇警察署の
ご協力のもと夜間の防犯活動や地域の安全意識
の向上を図るとともに、健康増進に寄与するた
め、クラブとファン・サポーター、地域住民の
方々が主体的に参加するホームタウン活動です。
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【街頭犯罪/防犯】ゆいまーるパトロール

5/28 第10回ゆいまーるパトロール

5月28日（木）、那覇市の奥武山公園周辺にて、第10回「ゆいまーる
パトロール」を実施し、FC琉球さくらの小池雪月選手が参加しました。
壺川駅周辺を歩きながら、「星のかけら拾い」と題したごみ拾い活動
を行いました。一見するときれいに見える場所でも、道路脇などをよ
く見るとごみが落ちており、特にたばこの吸い殻やペットボトルが多
く見受けられました。
参加者の皆さまと地域を歩きながら清掃活動に取り組むことで、普段
は気付きにくい地域の課題を改めて確認するとともに、まちの美化や
環境について考える機会となりました。

7/23 第11回ゆいまーるパトロール

7月23日（木）、那覇市の奥武山公園周辺にて、第11回「ゆいまーる
パトロール」を実施し、FC琉球さくらの橋本祥子選手が参加しました。
今回は2グループに分かれ、「星のかけら拾い（ごみ拾い）」と、奥
武山公園周辺から松山公園までの「パトロールランニング」を同時並
行で行いました。パトロールランニングでは、道行く方々への挨拶や
街灯の点灯確認、不法投棄されたごみがないかのチェックなど、見守
り・防犯活動に取り組みました。
走りながら安全や環境に目を向けることで、地域の課題を改めて確認
し、安心して暮らせるまちづくりについて考える機会となりました。
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交通安全活動

主な活動内容

⚫ ランドセルカバー寄付

⚫ 事故防止イベントへの参加

実施回数

回数

3回
参加人数

約200人
市町村数

２市町村
※4/1～7/31

イメージ

【今回の活動を通じて取り組むSDGs】

市町村で開催される交通安全イベントへの参加
に加え、小学校にて交通安全教室も実施してい
ます。また、クラブは各市町村の警察署や企業
と連携し沖縄県から交通事故を少しでも減らせ
るよう願いを込めて活動を行っています。

※実施レポートはこちらから
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【交通安全】交通安全活動

４/4ランドセルカバー贈呈式

沖縄感動パートナーである株式会社プロトソリューション様および公
益財団法人沖縄県交通安全協会連合会のご協力のもと、令和8年4月に
小学校へ入学する新小学1年生に、交通安全を願いランドセルカバー
を寄贈しました。
これに伴い、4月4日（土）に開催されたロアッソ熊本戦にて、ランド
セルカバーの贈呈式を実施しました。新小学1年生を対象としたエス
コートキッズではランドセルカバーを着用し、選手と手をつないで
ピッチへ入場しました。子どもたちの交通安全への意識を高めるとと
もに、新たな学校生活のスタートを応援する機会となりました。

7/10 夏の交通安全運動出発式

7月10日（金）、北谷町のちゃたんニライセンターで行われた「夏の
交通安全県民運動出発式」に、クラブマスコットのジンベーニョが参
加しました。
出発式では、子どもたちによるエイサーの演舞や交通安全の誓いが行
われました。
地域の皆さまとともに交通ルールを守ることの大切さを共有し、クラ
ブとしても交通安全の重要性を改めて確認する機会となりました。
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地域イベントの参加

主な活動内容

⚫ 環境保全イベントへの参加

⚫ ビーチクリーンイベントへの参加

実施回数

回数

３回

参加人数

約400人
市町村数

３市町村
※4/1～7/31

イメージ

【今回の活動を通じて取り組むSDGs】

市町村で開催される地域イベントへの参加を通
して、地域の皆様に根差すサッカーチームとし
て積極的に活動しています。あわせて、スポー
ツの力を活かしたにぎわいの創出や、次世代の
育成にも貢献してまいります。
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【地域創生】地域のイベント参加

6/6令和８年度環境月間街頭キャンペーン

6月6日（土）、沖縄こどもの国で開催された「令和8年度環境月間
キャンペーン」に、ジンベーニョが参加しました。
当日は、来場者の皆さまに熱中症対策の普及・啓発を行うとともに、
環境保全への関心を高めるため、苗木の配布を行いました。
地域の皆さまと交流しながら、日常生活の中で実践できる環境保全の
取り組みや、自然を守り次世代へつないでいくことの大切さについて
考える機会となりました。

7/5みんなで星くず（ゴミ）集め大会

7月5日（日）、西原町のキラキラビーチで開催された「令和8年度西
原町青少年健全育成協議会CGG運動星くずチャレンジ！みんなで星く
ず（ごみ）集め大会」に、ジンベーニョと岩渕良太アカデミーコーチ
が参加しました。
当日は、海の生き物であるジンベーニョが率先してビーチクリーンに
取り組み、参加者の皆さまとともに海岸に落ちているごみを拾いまし
た。また、今回の活動は沖縄タイムスにも取り上げられ、FC琉球が取
り組む環境保全活動を広く県民の皆さまに知っていただく機会となり
ました。
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ちむぐくるプロジェクト 累計成果※2025年4月～2026年7月31日

231回

【実施回数】

約46000人

【対象人数】



17

ちむぐくるプロジェクト パートナー
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